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成果 

―講演後の国立大学の合格実績の変化― 

 

２０１２年５月に八尾高校初任者研修で先生方に教育講演をしましたことを皮切りに、同年７月は金

光八尾高校・９月には浪速高校の先生方にも講演をいたしました。その後、金光八尾高校では校長先生

や副校長先生・教頭先生らが毎年私の教室に足を運んで下さり、学校教育について忌憚のない意見の交

換が実現しています。また、八尾高校では１２月２５日に１．２年生対象の宿泊合宿と、４月下旬に南

港大阪アカデミアでの宿泊研修における『激励教育講演』を行い、近畿大学附属高校では文理コースの

１・２年生諸君とその保護者を対象に近畿大学のホール等をお借りし、『進学教育講演』を毎年続けてい

ます。 

講演が本格的に軌道に乗り出し、講演を聞いてくれた子たちが今年いよいよ大学受験を迎えました。

昨年の合格実績に比べて、今年はかなりの成果が出ていると思います。校長先生をはじめとする各学校

の先生方の取り組みと生徒諸君の努力の賜物ですが、講演をした３つの学校が３つともすべて急激な実

績の向上を示していることから、その成果の一翼を私も担えているのではないかと安堵するとともに嬉

しく思っています。『これでもか！』という勉強を強制したりしなくても、生徒自身に勉強に対する動機

づけと自ら高い志を持たせるようにすれば、自ずと『自主的な勉強』の成果が表れることを証明してく

れていると思います。 

〔２０１４年⇒２０１５年〕 

○府立八尾高校 阪大１・神戸３   

⇒京大１・阪大３・神戸４【医１】 

 

  ○近大附属高校 東大１・京大４・阪大１０・神戸４  

                 ⇒東大１・京大５・阪大１９．神戸９ 

 

  ○金光八尾高校 京大１・阪大３・神戸１    

⇒京大３・阪大５・神戸５ 

                         〔２０１５．４．５．号サンデー毎日より〕 

 

 上記はほんの一部です。地方の国立大学や地元の公立大学あるいは難関私立大学への合格者数も伸び

ている様子で、各学校の先生方からは大変なお喜び 

の声をいただいています。金光八尾高校では４月６ 

日に『号外』を保護者に配布された様子で、それを 

９日の日に校長先生ら４人の先生方がわざわざ教室 

へ届けて下さいました。喜びを分かち合うことは大 

変嬉しいことで、私も感激いたしました。 

『６０歳を超えたら、これまでの塾教育に対する 

自分の経験を生かしたボランティア活動のようなも 

のが出来ればいいな』と妻と話しておりましたが、 
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ここ３・４年その希望が叶うばかりではなく、更に広がりを見せています。４月２３日には八尾高校新

入生３２０人の宿泊研修にて第３回激励講演会を今年も行いました。また浪速高校からは新入生７５０

人ほどから選抜された成績上位３０～４０名の生徒を対象に、彼らとその保護者および指導教官に対し

て、３年間に渡って『教育アドバイザー』として指導して欲しいと依頼を受けています。理事長・学院

長の木村智彦先生に３年間の『大綱（案）』をお示しし、ゴーサインを得ています。木村先生と副校長の

宮先生の全面的なご協力を背景に、このプロジェクトの総責任者の宮先生と二人三脚で取り組み、浪速

高校の学力アップに、連休明けから取り組むことになります。幸い左記の成果が出ていますことに勇気

を覚えていますので、私はベストを尽くそうと考えています。 

私が教育講演で話をしていることは、普段学校で先生方がお話されていることとあまり変わりがない

かも知れません。しかし、確かな資料を見せて別の角度から『第三者』が語ることにより、生徒諸君は

話の内容により信頼を深め、自分自身に自信を持ち、やる気を起こしてくれるのです。私が主張してい

ます『塾教育』の一つとして、学校教育と塾教育との連携の実践をやらせていただいている各学校の先

生方に、私は深く感謝しています。 

今年の大学受験でもう一つ嬉しかっ 

たことは金光八尾高校と近大附属高校 

から大阪大学に合格した子の中には、 

私の教え子や元教え子が各１名ずつ含 

まれていたことです。これも学校と塾 

との連携の一つの成果だと思っている 

からです。 

 その近大附属の教え子は、右の『月 

刊私塾界』のホームページに取り上げ 

られている生徒です。後の『体験記』 

にも寄稿してくれていますが、小学校 

時代の教え子で突然退塾した子でした。 

とても心の優しい子で退塾したことを 

私は大変残念に思うとともに、その後 

の足取りが分からず気にしておりまし 

た。２０１３年１１月７日、近畿大学 

のホールでスーパー文理コース等の文 

理学科の生徒諸君とその保護者対象の 

講演会の中に彼がいて、私の話を聞い 

てくれていたのです。講演後校長室で 

先生方と５０分ほど話をし、校舎を出 

てきますと、すっかり日が暮れて強風 

の吹く寒い中、ずっと私を待っていて 

くれたのです。私は感激して目頭が熱 

くなりました。右の記載の通り周りの 

先生方も同じ思いの様子でした。その 

時の約束通り見事に大阪大学工学部に 

合格してくれました。 
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Quality Education に掲載！ 

―『塾教育』が国際教育学会（ＩＳＥ）機関誌に― 

 

２０１３年９月１４日（土）国際教育学会公開シンポジウムが京都大学基礎物理学研究所湯川記念館

パナソニック国際交流ホールで開かれました。私は『塾教育』について発表する機会を得、その折の原

稿が学会機関紙『クオリティ・エデュケーション』第６号に『オピーニオン』として、昨年掲載してい

ただけました。日本の教育における『塾』の存在は世界では珍しいもので、その訳語も一般的には“cram 

school”とか最近では“supplemental school”などが使われていますが、誤解されている部分も多い様子

です。そこで世界に発信できればと考えて、大阪教育大学英語教育講座教授加賀田哲也先生にご無理を

お願いし、英文による投稿を試みました。学校教育“Regular School Education”に対して『塾教育』を

“Juku School Education”という言葉を使っています。いつの日か“Juku School Education”という言

葉が一般的に使用されるようになることを願っています。また日本語本文につきましては『月刊私塾界』

９月号に全文掲載されています。ホームページにも掲載しておりますので合わせてご覧いただければ幸

いです。尚、英文・和文の本文、表紙の『ホームページ』・『教室だより』掲載につきましては国際教育

学会並びに月刊私塾界のお許しを得ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          上：学会にて発表中  下：表表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   上：裏表紙 最下段に紹介されています 
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和田先生との対談 

 

 『月刊私塾界』編集長の山田未知之さんが東 

京からわざわざ私の教室に足を運んで下さり、 

『塾教育』の和文全文を９月号に掲載していた 

だき、また灘中学校・高等学校校長和田孫博先 

生との思い出深い対談の機会を与えてもらいま 

した。山田編集長には深く感謝しています。 

 １１月号の対談記事と合わせて一部をここに 

記します。 
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『私塾・私学・企業 教育ネット要覧』出版記念祝賀会 

― 第１部 記念講演  第２部 基調講演 ― 

 

２０１３年９月２２日（日）アルカディア市ヶ谷私学会館にて、『教育ネット要覧（第１３集）』出版

記念祝賀会が全日本学習塾連絡会議主催（代表幹事：英進学院塾長坂田義勝先生 事務局長：調布学園

代表佐藤勇治先生）で催されました。その第一部での『記念講演』を私が行い、第二部での『基調講演』

を下村博文文部科学大臣がされました。Ｐ．４に掲載の『塾教育』発表を、関東の塾の先生方が高く評

価して下さり、記念講演の機会を与えていただきました。『塾』に活気を取り戻していただきたいという

思いが伝わったのか、講演途中拍手が巻き起こり、感激で胸が詰まり、声が上ずる場面もありました。

坂田義勝先生や佐藤勇治先生をはじめとする、全日本学習塾連絡会議の先生方に心より感謝しています。

資料として配布しました『塾教育』の原稿の評価も高く、英文翻訳をお引き受けいただいた大阪教育大

学教授加賀田哲也先生もご挨拶をされました。私たち二人は下村文部科学大臣や京都大学の西村和雄先

生と同じテーブルで食事をいただくという思いもかけない出来事に、私は少々緊張をいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

上：講演後の記念撮影  

 下左：第１部記念講演の私 下右：ご挨拶される加賀田先生 
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私は政治とは、意識的に距離を置いて生きてきました。ですから正直なところ、政治家下村博文（は

くぶん）先生のことはよく存じません。しかし、インタビュー記事で綴られた育英会新聞『NEW あしなが

ファミリー』や、著書『教育立国論』を拝読しますと、人間下村博文（本名：ひろふみ）先生には魅力

を感じます。幼少期、お父様を交通事故で亡くされてから大学時代にかけての貧しい生活に、たいてい

の場合その境遇や環境に不満や不平を持っても当たり前なのにそれに負けず努力されたことや、学習障

害児であった長男の子育てにおいて『愚かな父親であった』と述懐されているところなどは、私のよう

に元祖『育メン』として子育てを経験した父親は、読んでいて心を打たれました。 

塾業界の雑誌出版の老舗の一つ『塾ジャーナル（隔月誌：奇数月一日発行）』から、２０１３年９月号

に『特集Ⅰ 中学受験に隠された入試の本質』というテーマにて原稿を依頼され掲載されています。ま

た、同年１１月号 

には国際教育学会 

での発表の様子と 

左記の出版記念祝 

賀会『記念講演』 

の様子が紹介され 

ました。右にその 

『記念講演』の記 

事を掲載します。 

 塾ジャーナルよ 

り、掲載のお許し 

を得ています。 
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今年の受験を振り返って 

― 大学受験と生徒諸君の体験記 ― 

 

大学受験生を送り出して２０年近くになりますが、毎年新たな発見が生まれ経験を積むことになりま

す。特に今年は印象深い経験をいたしました。４人の浪人生を含め、受験生は１５名いました。これま

で浪人をしますと現役時代に受験した国公立大学にたいていは合格でき、悪くても関関同立には進学で

きていました。ところが今年は初めて関関同立どころか産近甲龍すら合格できない浪人生が出ました。

それも２人です。私には信じられない厳しい経験でした。勉強に対する真摯な態度の欠如・浪人しても

続く反抗期・基礎学力の無さなど原因が考えられます。予備校に通うことを条件に私の教室にも一週間

に１・２度顔を出すようにさせておりましたが、私の前では『勉強しているふり』だけでした。『親に申

し訳ないことをした』と反省している分だけ、親孝行な子に精神的成長はしてくれたのかなとプラス思

考で考えていますが、大変残念な結果でした。『浪人すれば何とかなる』という甘い考えは捨てるように

と、今年の受験生諸君には厳しく話しています。 

 逆に素直に私の言うことに耳を傾けてくれた生徒諸君はやはり結果を出してくれています。久しぶり

に京都大学への合格者が出ましたし、また６年間野球に明け暮れて野球には『完全燃焼』した子が、二

浪しましたが念願の医学部に合格してくれました。『野球は完全燃焼できたかもしれないが、勉強には不

完全燃焼どころか、まだ火もついていないのではないか？もう一度高校に行き直すつもりで三浪くらい

すれば、なんとか医学部に合格できるかもしれない』と私は彼に話をしていただけに、二浪で済んだの

は嬉しい誤算でした。大学受験も高校受験も中学受験もやはり素直で集中力のある生徒は合格できてい

ますが、反抗期にあって素直でない子は結果が出なかったことを思い知らされた年でもありました。 

私の教室の自慢は教え子たちが卒塾してからも大変仲が良いことです。高校や大学の進学先が異なっ

ても連絡を取り合い友達付き合いが続いている様子です。大学進学実績には高校３年生として私の教室

を卒塾した生徒しか入れておりませんが、実は中学だけで高校からは通塾しなかった子や何らかの理由

があって途中退塾した子たちでも、大学に合格できたことや就職したこと等を報告に来てくれる子がい

ます。普通、塾をやめた子がその塾を再度訪問すること等あまり考えられないことだと思いますが、そ

れだけに私たち夫婦にとりましてはとても嬉しい瞬間です。今年は、関西大学・上智大学・龍谷大学・

畿央大学・関西学院大学に合格・進学した５人が報告に来てくれています。６～７年前は小学生だった

生徒たちです。その頃は生徒の数が多かったのだなと思います。今は小学４年生から６年生まで合わせ

ても、この一学年の半分くらいの塾生しかいません。時代の流れを感じます。 

それでは今年の進学結果と累計の進学結果をお知らせし、そのあとで寄稿してくれた生徒諸君の体験

記を載せます。先輩のアドバイスに耳を傾けてこれからの学習に役立ててもらえればと思います。 

 

２０１５年度 進学結果 

【大学受験の部】 １３名 

〔国公立大学〕７名 

○京都大学      工学部      天王寺３年  
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○大阪大学      経済学部     金光八尾３年 

                             関西学院大学国際学部も合格 

                             関西学院大学経済学部も合格 

                             同志社大学経済学部も合格 

○神戸大学      法学部      高津３年 

○九州大学      工学部      大手前卒 

                             同志社大学理工学部も合格 

○大阪教育大学    教育学部     開明３年 

                             近畿大学理工学部も合格 

○名古屋市立大学   芸術工学部    奈良学園３年 

○横浜市立大学    国際総合科学部  奈良カレッジ３年 

                             関西学院大学社会学部も合格 

〔私立大学〕 ６名 

○関西医科大学    医学部      明星卒 

                             新潟大学医学部も合格 

○立命館大学     産業社会学部   上宮３年 

○立命館大学     経済学部     清風３年 

○関西学院大学    法学部      清風３年 

○大和大学      教育学部     住吉卒 

                             畿央大学教育学部も合格 

○奈良学園大学    人間教育学部   高津卒 

 

【高校受験の部】 ４名 

〔公立高校〕２名 

○高津高校       普通科      南高安 

                             近大附属スーパー文理特待生併願合格 

○八尾高校       普通科      上之島 

                             上宮プレップコース併願合格 

〔私立高校〕２名 

○樟蔭高等学校     特進コース 専願    上之島 

○上宮高等学校     プレップコース 専願  桂 

【中学受験の部】２名 

〔とび級Ｂ  私立中学受験教室〕２名 

○上宮学園中学校    特進コース       南山本 

○清教学園中学校    Ｓ特進コースⅠ類    西山本 
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過去１９年間の大学進学実績《2015.3.23.現在》 

合格実績ではありません。進学実績です。愛すべき『居候』諸君１４９名の地味

な努力の結果です。医学部医学科に１割に当たります１４名が進学しています。 

 

国立大学 ５５名 

東京大学  ３  理科Ⅲ類【医】 １ 東大寺      文科Ⅰ類  ２ 東大寺２ 

京都大学  ７  医学部【医】  １ 星光       工学部   ４ 東大寺・天王寺２・明星     

農学部     ２ 清風・東大寺 

大阪大学 １４  文学部     ２ プール・大谷   外国語学部 １ 住吉 

経済学部    ２ 西大和・金光八尾  法学部   １ 天王寺 

工学部     ５ 清風・東大寺２・奈良学園・大手前 

          基礎工学部   ２ 明星・高津    人間科学部 １ 東大寺 

名古屋大学 １  工学部     １ 星光 

九州大学  ２  農学部     １ 大手前      工学部   １ 大手前 

神戸大学  ９  医学部【医】  ２ 灘・大谷     農学部   １ 大手前 

         工学部     １ 八尾 

法学部     ３ 高津２・明星   発達科学部 ２ 天王寺 

奈良女子大学２  文学部     １ 高津       理学部   １ 金光八尾 

横浜国立大学１  教育人間科学部 １帝塚山 

三重大学  ２  医学部【医】  １ 東大寺      生物資源学部１ 高津 

静岡大学  １  農学部     １ 大谷 

岡山大学  １  医学部【医】  １ 星光 

徳島大学  ３  歯学部     １ 開明       工学部   ２ 住吉・帝塚山 

信州大学  １  工学部     １ 高津 

愛媛大学  ２  理学部     １ 関西大倉     工学部   １ 清風 

高知大学  １  水産学部    １ 近大附属 

京都工芸繊維大学１ 工芸学部   １ 高津 

筑波大学  １  生命環境学群  １ 清風 

富山大学  １  理学部     １ 住吉 

琉球大学  １  農学部     １ 住吉 

大阪教育大学１  教育学部    １ 開明 

 

公立大学  １７名 

大阪市立大学 ９ 医学部【医】  ５ 星光・東大寺３・四天王寺 

          理学部     ２ 高津・大谷 

          法学部     １ 高津       商学部   １ 明星 

大阪府立大学 １ 農学部     １ 大手前 

京都府立医科大学１医学部【医】  １ 東大寺 
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岐阜県立薬科大学１        １ 高津 

兵庫県立大学 ２ 環境人間学部  １ 帝塚山       理学部   １ 高津 

 鳥取県立環境大学１  経営学部  １ 帝塚山 

 名古屋市立大学 １  芸術工学部 １ 奈良学園 

 横浜市立大学  １ 国際総合科学部１ 奈良カレッジ 

 

私立大学  ７７名 

東京慈恵会医科大学１ 【医】   １ 天王寺            

関西医科大学 １   【医】   １ 明星 

慶応大学  ３  文学部     １ 帝塚山泉ヶ丘    経済学部  １ 高津     

生命理工学部  １ 奈良学園 

早稲田大学 ２  理工学部    １ 明星        創造理工学部１ 清風 

麻布大学  １  獣医学部    １ 西大和 

神戸薬科大学１          １ プール               

大阪薬科大学１          １ 大谷 

京都薬科大学１          １ 近大付属 

関西学院大学７  経済学部    ４ 帝塚山・高津・清風・住吉      

法学部     ３ 帝塚山・高津・清風 

関西大学  ５  工学部     ３ 近大附属・清風・明星  経済学部  １ 清風 

         社会学部    １ 高津 

立命館大学１１  理工学部    １ 明星        文学部   １ 高津 

          経営学部    ２ 帝塚山・清風    アジア太平洋学部１城星 

         法学部     ２ 清風・初芝立命   政策科学部  １住吉 

         経済学部    １ 高津        情報理工学部 １奈良学園 

         産業社会学部  １ 上宮 

同志社大学 ６  経済学部  １ 高津          文学部   １ 大教大附属天王寺 

         理工学部  １ 住吉          法学部   １ 金光八尾 

         文化情報学部１ 金光八尾        生命理工学部 １ 上宮 

近畿大学  ８  薬学部など   

                                その他の私立大学 ２９名 

 

 

過去 14 年間の高校進学実績《2015.3.23.現在》 

合格実績ではありません。進学実績です。８４名の生徒諸君の結果です。 

◎高校受験 ８８名 

大手前高校     ５   理数科４（東２・高安２） 文理学科１（高安１） 

天王寺高校     ４   普通科３（東１・曙川２） 文理学科１（曙川１） 

高津高校     １９   普通科１９（曙川６・東４・上之島２・高安４・南高安２・ 
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新喜多１） 

住吉国際科学校  １１   東１・上之島３・高安４・高美１・曙川２ 

八尾高校      ７   高安３・高美１・曙川１・桂１・上之島１ 

清水谷高校     １   南高安１ 

夕陽丘高校     ２   高安１・曙川１ 

布施高校      １   東１ 

花園高校国際教養科 ３   上之島２・曙川１ 

山本高校      １   曙川１ 

国立長岡高等専門学校１   上之島１ 

桜宮高校      １   曙川１ 

       計 ５６名 

 

清風南海高校・清風高校・開明高校・上宮高校・立命館高校・近大附属高校・城星学園・ 

金光八尾高校・東大谷高校・興国高校等私立専願者・併願者 国立陸上自衛隊高等工科高校 

  など      ３２名 

13 年前までには、天王寺高校理数科・高津高校・八尾高校などにおよそ半数の生徒が 

進んでいます。 

 

過去 13 年間の中学進学実績《2015.1.31.現在》 

合格実績ではありません。進学実績です。５０名の生徒諸君の結果です。 

◎中学受験 ５０名 

【とび級 B=ハイレベル中学受験教室】 ３４名 

東大寺学園  ６   高安西２・刑部２・北高安１・北山本１ 

西大和学園  １   曙川１ 

四天王寺   ２   西山本２ 

清風学園   ６   刑部２・中高安２・高安西２（理Ⅲプレミアム１・理Ⅲ４・標準１） 

奈良学園   ３   南山本１・南高安１・高安西（医進１・特進２） 

奈良カレッジ ４   西山本１・刑部 1・南山本１・美園１ 

開明     １   高安西１ 

大谷学園   ２   上之島１・南高安１ 

関西大倉   １   高安西１ 

近大附属   １   刑部１ 

大阪女学院  １   東山本１ 

城星     １   山本１ 

金光八尾   ３   山本２（特待生２）・刑部１（特進Ⅰ１） 

上宮     １   南山本１ 

清教     １   西山本１ 

13 年前に『とび級 B』ができる以前にも受験生がいて、東大寺学園に２名・星光学院１名・
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大谷学園３名・大阪教育大学附属天王寺２名・明星２名・帝塚山・清風各１名などの１２名の

進学者がいます。 

 

【とび級 A=公立中学進学教室】 ８名 

金光八尾   ６   刑部２・高安西４（特待生１・特進Ⅰ２・特進Ⅱ３） 

近大附属   １   高安西１（標準１） 

   城星    １   中高安１ 

 

【とび級 F=金光八尾中学受験教室】 ８名  ２００５年度のみ臨時開設 

金光八尾特待生２   高安西１・北高安１ 

      特進３普通２ 高安西２・高美１・刑部２ 

大阪産業大学附属１  山本１ 

 

大学受験体験記 
 原稿を依頼した生徒の内、１５名が寄稿してくれています。正直に書いてくれることと、読んだとき

に読み手が不愉快に感じない表現にしてくれることだけはお願いしています。原文のままです。 

 

○ 『合格体験記』                   入口 幸輝        15 

開明高校出身      大阪教育大学進学 

  おとなしい真面目な子でした。加賀田先生にも可愛がっていただき幸せな子です。きっと良い先生になってくれるでしょう。 

 

○ 『楽しかった高校生活』               岩本 洋         16 

清風高校出身      浪人 

単身赴任されるお父さんから頼まれていましたが…、私の言うことも聞かず、本当に良く遊んでくれました。 

 

○ 『何とか勝ちとった合格』              内田 海優        18 

奈良カレッジ高校出身  横浜市立大学進学 

いつもにこにこしていて常にマイペースな子でした。もう少し勉強してもよかったのではと思います。 

 

○ 『卒塾に向けて』                  宇野 圭人        20 

上宮高校出身      立命館大学進学 

ダンスが上手でテレビにも出ました。国公立をめざしていたはずなのに、いつの間にか推薦を受けていました。 

 

○ 『～浪人体験記～浪人を経て学んだもの』       小川 充津始       22 

住吉高校卒       大和大学進学 

今度こそ大学でしっかり勉強して欲しいと願っています。やればできる力を持っているのにもったいないです。 

 

○ 『合格体験記』                   柴田 桂希        24 

金光八尾高校出身      関西学院大学出身 

途中退塾の子です。突然右目の視力を失い、つらかっただろうと思います。原因が分からず、その不安や恐怖と闘いなが
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ら、よくそこから立ち直ったものだと感心しています。妹二人も通塾していて、教室個人懇談会ではいつも正装して来訪

される、今では数が少なくなった礼儀正しいご保護者の方です。 

 

○ 『京都大学合格体験記』               富井 択音        26 

天王寺高校出身     京都大学進学 

軽音楽部に所属しギターの練習やライブでの演奏など忙しい日々でした。でも勉強もよくやりました。お母さんが感心す

るくらいやったのですから、京都大学合格は納得の結果ですね。久しぶりに京大合格者が出て嬉しいです。 

 

○ 『合格体験記』                   出原 祥希        27 

金光八尾高校出身     大阪大学進学 

アレルギー体質による体調不良で学校や塾を休むことも多かったですが、野球を続けながら勉強も大変よく頑張りました。 

 

○ 『大学受験体験記』                 西田 茉佑子       29 

大手前高校卒      九州大学進学 

能力的には東大でも京大でも行ける力を持っていたと思います、作文の中で自分を正確によく見つめていると思います。

本人も書いていますように、９月以降も『基礎の反復』をしていたら結果は変わっていたかもしれませんね。 

 

○ 『大学受験を振り返って』              東野 剛之        31 

清風高校出身      立命館大学進学 

５年間よく遊んでくれました。ただこの１年間は別人でした。お母さんも驚かれるくらい勉強に没頭していたようです。

大学合格が決まってからも毎日のように来て勉強していました。その集中力と根気力は尋常ではありませんでした。 

 

○ 『合格体験記』                   古田 理紗        32 

高津高校出身      神戸大学進学 

中学時代から地味な努力をコツコツと積み上げてくれたと思います。大学生活も持ち前のバイタリティを発揮して下さい。 

 

○ 『九年間を振り返って』               松原 千紘        34 

奈良学園高校出身    名古屋市立大学進学 

ほとんど毎日教室に来ていました。努力の塊のような子です。数学の確認テストはどの単元も５回はやっています。 

 

○ 『浪人生になってしまう勉強』            水野 千賀子       36 

上宮高校出身      浪人 

弟の入塾を機に高３から入塾した子です。今年こそ『基礎の反復』を忘れずに悔いのない一年にしてほしいです。 

 

○ 『九年間の戦い・受験という名の旅の終わり』     山岡 悠         37 

近大附属高校出身    大阪大学進学 

Ｐ．３に出ているこの子も途中退塾した生徒です。センターに失敗しＥ判定だったそうですが、よく頑張りました。 

 

○ 『合格体験記』                   吉崎 恭隆        41 

明星高校卒       関西医科大学進学 

何事にも集中できる子は初志を貫徹できるのだなと思わせる子です。よく２年間頑張ったと思います。 
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  山岡君は私が勧める『参考書中心の学習』を実践してくれていた様子です。自分で使ったもので後輩に紹介で

きるものを、わざわざ原稿にして持参してくれました。ここに合わせて掲載します。 
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創塾３５周年記念 

  

 １９７９年（昭和５４年）３月、私たちは結婚しました。妻は神戸の公立中学校で国語の教師をやっ

ていましたのでいくらかの蓄えを持っていましたが、大学に残っていました私は貯金が皆無に近く、山

本駅前にあった労働会館で総勢１３名という両家の家族だけの結婚式でした。私が精神的な第二の父と

して尊敬する大学の恩師ご夫妻に、仲人や司会などすべてをやっていただき、私としましては心温まる

最高の結婚式だったと今でも思っています。『私も頑固やけど、秀和さん、あんたも私以上に頑固やなぁ

…』と義父に言われた言葉が脳裏に残っています。親戚すら出席させないという考えに、私自身申し訳

ない気持ちもあって、両親を説得することは大変困難でした。しかし、分相応に『頑固で、一本筋を通

す』という私の気性に、妻の両親もそれ以後は何かにつけて私を信頼してくれました。 

 ４月、かねてから頼まれていたご近所の中学生数人を教えることになりました。これが『須原英数教

室』の始まりです。脳梗塞で倒れ半年間入院生活をしていた父の面倒を見るために、退院後急に結婚す

ることになった一面もあり、せめて本代くらいは稼ぎたいという思いで、私としましては『塾』という

より学生時代からやっていた『家庭教師』のつもりでした。世は『乱塾』時代でした。父が入院したこ

ろ、当時超有名だった『入江塾』の先生にならないかと、今は空手の師範をしています高校時代の心友

が私のことを心配してくれて、入江伸先生のところに連れて行ってくれました。彼は中学時代入江塾で

学んだ塾生だったのです。『勉強は自分でやるものだ。塾など必要ない』と考えていた私は、どうしても

入江先生の考え方にはついていけず、友人には申し訳なかったけれども、入江先生に丁重にお断りしま

した。そのような私が３６年間も塾をやっているのですから、人生はわからないものだとつくづく思い

ます。 

 できれば大学院に戻り一から法律の勉強をやり直したいという希望も心の片隅にはありましたが、根

っから子供好きの私には子どもたちに勉強を教えるのが楽しくてたまりませんでした。ある朝、玄関を

出ますと１０人ほどのお母さんが並んでおられました。何事かと驚きましたが、来年度の入塾申し込み

のうわさを耳にされて並んでおられたのです。やがて四戸一（よんこいち）長屋の２階は生徒で一杯に

なり、『塾の名前がないから困っている』と言う生徒諸君の要望に、『中学生・高校生 須原英数教室』

という正式な塾名を出しました。当時の私にはまだ『塾』という言葉を使うことに抵抗があり、須原英

数『教室』だったのです。 

 １９９３年（平成５年）わが子が通う小学校のＰＴＡ会長を引き受けざるを得なくなりました。しか

し、この経験が私に大きな転機を迎えさせました。小学校や中学校を内部から観察できる機会を得、そ

れまで抱いていた学校や先生に対する考え方が一変しました。『塾』は必要だし、それは『学校教育の補

完的存在ではない』と考えるようになったのです。その時以来、私は堂々と『塾』という言葉を使うよ

うになり、『塾教育』について真剣に考え始めました。公立中学生ばかりでなく、小学生や私立中学生の

指導に踏み切ったのはその頃でした。 

 役立ちそうな講演会や大学の公開講座などに積極的に参加をし、塾の団体にも加盟し、高校の先生を

やっている友人たちと議論し、私の教室でも生徒や保護者にアカデミックな雰囲気に触れていただこう

と、数年に一度『須原英数教室教育講演会』を開いたりもしていました。中でも記憶に残る公開講座は

２００２年の東京大学のものです。『学力』をテーマとし、５週間１０回の講座で毎週早朝より新幹線で

安田講堂まで通いました。１０回目の最終講義は、元東大総長有馬朗人先生の『大学の大衆化』でした。

講堂の２階席に天王寺高校の馬路校長先生もおられました。その年、天王寺高校と八尾高校（野村校長

先生）が、初めて塾長対象の説明会を学校で実施されたのですが、これは塾と公立高校とにとっては画
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期的な出来事でした。さすがに熱心な先生だなと心に残っています。 

これまでの『須原英数教室教育講演会』は以下の通りです。 

 ・第１回 平成１３年１１月１０日  東大寺学園 副校長       田中満夫先生 

         『２１世紀 日本の社会と教育の行方』 

 ・第２回 平成１６年１１月１４日  東大寺学園 校長        田中満夫先生 

         『国語は嫌いですか』 

            東大寺学園 入試担当主任    奈蔵宏至先生 

『つれづれなるままに…東大寺学園数学事情』 

 ・第３回 平成１８年 ３月１２日  東京大学文学部 名誉教授    坂梨隆三先生 

         『謙虚な気持ちで、地道な努力を』 

 ・第４回 平成１９年 ９月３０日  京都大学大学院 法学研究科教授 北村雅史先生 

         『近頃の大学像・学生像』 

・第５回 平成２６年 ３月３０日  大阪教育大学 英語教育講座教授 加賀田哲也先生 

         『私と英語と英語教育』 

  

高校時代の恩師からは、教育についての本を読み、教育学を勉強しておくようにとのアドバイスを受

けたりもしましたが、本から得た既成の知識ではなく、白紙の状態から自らの考えを試行錯誤しながら

も、経験に基づく『教育』を先ずは積み上げる。それが出来てから、大学等で学ぶ『教育』からすれば

それがどう評価できるものなのかを判断する。その方が、これまでにない新しいアプローチとして考え

られていいのではないか、学校ではなく塾ならばそれが許されるのではないか、と考えました。今でも

そう思っています。例えば、２００９年に公益社団法人全国学習塾協会主催の『塾の日フェスティバル』

が尼崎で開かれました。『分数ができない大学生』の著書で有名な京都大学経済研究所教授・国際教育学

会会長西村和雄先生と灘中学校・高等学校校長和田孫博先生と私と３人でパネルディスカッションをし

ました。その折、私は西村先生の本を数冊拝読しましたが、その時『グラッサーの選択理論』に出会っ

たのです。その中のいくつかはすでに私が実践していたもので、そのことに理論的根拠を得た喜びと、

逆に自分の経験からグラッサーの考えも正しいものだという確信が生まれました。このように『職人的

な経験』が教育理論的にどう評価できるのか、が今後の課題だと考えています。 

 ２０１０年（平成２２年）３月、私には素晴らしい出会いが待っていました。大阪教育大学英語教育

講座教授加賀田哲也先生との出会いです。平成２３年度より小学校英語活動が必修化されることになり、

文部科学省は『英語ノート』を作り準備を進めているところでしたが、確立したカリキュラムや英語指

導の指針が示されていない状況でした。ＮＰＯ国際文化教育支援機構事務局の元関西外国語大学教授中

林眞佐男先生が主催されていた、年３回の『小学校英語活動研究会』に参加した折、次回第４回は『中

学校高等学校における英語指導―塾の視点から』というテーマで『研究発表』とい形式で話をしてほし

いと依頼を受けました。その折同時に『新学習指導要項に伴う小中高の英語一貫教育について』という

テーマで『講演』されたのが加賀田先生でした。 

 それから１年ほどして、私の教室の指導に興味を抱かれていた先生が授業参観にお越しになり、お付

き合いが始まりました。大学の、それも教育を専門に研究されている教授が、私のような小さな学習教

室になぜ興味を持たれるのだろうかと、緊張の面持ちでお迎えしたことを覚えています。その後、年１

回が２回になり、毎年夏と冬の『特別集中講座』において、ボランティアで英語の授業をしていただい

ています。先生の指導法と英語の発音は素晴らしく、元より私が足元にも及ぶところではありません。

そのことは何よりも私の教え子たちが、敏感に感じ取り正直に態度に表しています。彼らは先生の来訪
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を心待ちにし、先生のご指導のおかげでセンター試験の筆記とリスニングの成績が飛躍的に伸びていま

す。学会発表や海外出張でお忙しいのを重々わかっていながら、先生のご好意に甘え、国際教育学会機

関紙に掲載する原稿の英文翻訳をお願いしたり、３５周年記念教育講演会の『基調講演』をお願いした

りと、生徒ばかりではなく私も大変お世話になっています。 

 それでは、第５回須原英数教室教育講演会のプログラムの一部と写真を掲載します。会場の八尾西武

８階バンケットルームは、立見席が出るくらい多数の方々に出席していただけました。 

 

 

 

 

 

 

第一部 

２：０５  特別ご来賓挨拶 清風学園中学校高等学校 理事長  平岡 英信  先生 

２：１５  基調講演 

題目『私と英語と英語教育』 

講師：大阪教育大学 英語教育講座 教授  加賀田 哲也  先生 

 

第二部 

３：２０  ご来賓挨拶 

・公益社団法人 全国学習塾協会 近畿支部  支部長 

ホリエグループ 塾長  荒川 雅行  先生 

・関西私塾教育連盟 理事長 

伸学セミナー  塾長  清村 善治  先生 

３：３０  『塾教育』実践報告 

須原英数教室  塾長  須原 秀和 

３：４５  ミニ教育講演 

・清風学園中学校高等学校        校長   平岡  宏一    先生 

 

・東大寺学園中学校高等学校       校長   矢和多 忠一    先生 

 

・灘中学校高等学校           校長   和田  孫博    先生 

 

４：２５ コーヒーブレイク 

        

 

加賀田哲也先生 プロフィール 
アメリカ・シアトルにある州立ワシントン大学（理論言語学）および大学院（教育心理学）

を修了した後、大阪大学人間科学研究科博士課程後期修了。博士（人間科学）。 

大阪商業大学教授を経て、現在、大阪教育大学教育学部・英語教育講座教授。 
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目下、大学で教員養成に携わるほか、関西圏の小学校、中学校、高等学校を中心に英語授業

改善のための指導や教員研修にあたっている。 

 

研究領域：小学校外国語活動、小・中・高一貫の英語教育、人間教育としての外国語教育、

Humanistic Language Teaching。 

 

学会： 

英語授業研究学会（理事）、日本児童英語教育学会（理事）、小学校英語教育学会（理事）、

外国語教育メディア学会（運営委員）、大学英語教育学会、日本国際理解教育学会、など 

 

主な著書： 

『小学校英語教育法入門』（共著、教育出版） 

『児童が創る課題解決型の外国語活動と英語教育の実践』（共著、高陵社出版） 

『英語授業改善への提言：使える英語を目指す授業実践』（共著、教育出版） 

『児童が生き生き動く英語活動の進め方』（共著、教育出版） 

『これからの小学校英語教育ー理論と実践』（共著、研究社出版） 

『小学校英語教育の展開ーよりよい英語活動への提言』（共著、研究社出版） 

『ＴＯＥＩＣテスト速解ナビゲータシリーズ（文法編）』（単著、三修社） 

『英語のリスニング・ストラテジー：効果的な学び方の要点と演習』（共著、金星堂） 

など多数 

 

ご出席者来賓名 

 

学校関係（学校名アイウエオ順） 

 

・上宮中学校高等学校       前校長 入試対策部参事    土井  博史  先生 

・大阪桐蔭中学校高等学校     校長             寺川  国仁  先生 

・大阪府立八尾高等学校      校長             浅田  建   先生 

・大阪府立八尾高等学校      主席             藤原  大   先生 

・大谷中学校高等学校       高校教頭           雪矢  敏明  先生 

・大谷中学校高等学校       中学教頭           永田  幸子  先生 

・大谷中学校高等学校       入試対策部長         山西  京子  先生 

・開明中学校高等学校       校長             早坂  元実  先生 

・関西福祉大学金光藤蔭高等学校  校長             杉岡  俊男  先生 

・近畿大学付属中学校高等学校   校長             岡崎  忠秀  先生 

・近畿大学付属中学校高等学校   教頭補佐           森田  哲   先生 

・興国学園高等学校        理事長 校長         草島  葉子  先生 

・興国学園高等学校・立命館大学  非常勤講師 

    大阪府立天王寺高等学校   元校長            岡   毅   先生 

・城星学園中学校高等学校     校長             宮脇  道子  先生 
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・城星学園中学校高等学校     入試広報室長         大川  浩子  先生 

・清風学園中学校高等学校     理事長            平岡  英信  先生 

・清風学園中学校高等学校     校長             平岡  宏一  先生 

・清風学園中学校高等学校     主事代理           松永  惠一  先生 

・高槻市立上牧小学校       教諭             和田  博之  先生 

・東大寺学園中学校高等学校    校長             矢和多 忠一  先生 

・灘中学校高等学校        校長             和田  孫博  先生 

・浪速中学校高等学校       高校教頭           宮   照夫  先生 

・西大和学園中学校高等学校    生徒募集部長         新保  久俊  先生 

 

塾関係（塾名アイウエオ順） 

 

・がくあん            代表             神尾  聡一郎 先生 

・関西教育システム        代表              岡山  和浩  先生 

・学進舎Ｙセミナー        渉外・広報部長         松田  元気  先生 

・湖北総合学園          取締役            山崎  英子  先生 

・俊英塾             代表             鳥枝  義則  先生 

・ホリエグループ         塾長             荒川  雅行  先生 

・たちばな学習教室        代表             山本  良枝  先生 

・たちばな学習教室        塾長             生藤  美紀枝 先生 

・伸学セミナー           塾長             清村  善治  先生 

・株式会社教育企画湯口塾     代表             湯口  兼司  先生 

・特化塾ヨシダゼミナール     代表             吉田  良之  先生 

・レーゼクライス         代表             三谷  修司  先生 

・レーゼクライス         副代表             三谷  佐枝子 先生 

・レーゼクライス         英語科主任          山下  祐佳里 先生 

 

出版関係等（会社名等アイウエオ順） 

 

・株式会社朝日教育社       営業統轄リーダー       辻   行平   様 

・株式会社育伸社         大阪営業所所長        森川  悠司   様 

・株式会社育伸社                        川津  忠彦   様 

・株式会社五ツ木書房       代表取締役社長        岡本  不二男  様 

・株式会社五ツ木書房       駸々堂テスト事業部部長    伏見  薫    様 

・ＵＳＩ企画                          臼井  充男   様 

・大阪市立大学医学部附属病院呼吸器外科前期研究医        原   幹太朗 先生 

・株式会社教育事業社       営業部マネージャー      宮川  真左美  様 

・株式会社教育事業社                      治田  道子   様 

・株式会社月刊私塾界       記者（取材）         中古  光一   様 

・服飾倶楽部           代表             中井  博重   様 

・株式会社ルックデータ出版    塾ジャーナル記者（取材）   道簱  明子   様 
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西武八尾プラチナサロンで記念撮影。前列右から加賀田哲也先生・平岡英信先生・ 

和田孫博先生 後列右から清村善治先生・私と妻・平岡宏一先生ご夫妻・荒川雅行先生。 

特別来賓ご挨拶、平岡英信清風学園理事 

長先生のユーモラスなお話で、会場が一度 

に和やかなムードになりました。 

妻の司会で、大阪教育大学教授加賀田 

哲也先生のご講演が始まりました。時間 

を忘れさせる感動的な内容に、ご出席の皆

様からは大変な好評でした。 



49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：加賀田先生の英語に興味

を持ち始めた動機、留学時代

の勉強での努力と苦労等は、

今英語を学んでいる教え子た

ちには大変勇気づける講演内

容だったと思っています。 

下：講演前の妻との記念撮影。 

下左：上から和田先生・矢和多先生・平岡先生のミニ講演風景 
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近畿大学附属高校進学講演会 

  

３年前に、３３年続いた『理数科コース』・２６年間の『国際科コース』から『スーパー文理コース』

『文理特進コース』に切り替えて、本格的に難関国公立大学を目指す方向に近大附属高校は舵を切りま

した。２０１３年１１月７日、その最初の学年が２年生の時に進学講演をしましたことは、Ｐ．３に記

載の通りです。その時講演を聞いておられました１年下の学年主任の先生が、『私の学年の生徒たちにも

もっと早い時期に講演をしてほしい』と翌１２月、教室に来訪されました。そういうご縁で２年続けて

教育講演をさせていただいています。 

 近畿大学の大教室で、生徒と保護者を合わせて４００名近い出席者がおられたようですが、非常に熱

心に聞いていただき、生徒が質問をしてくれたり、講演終了後握手を求めに寄って来られるお母さんが

おられたりで、こちらも感激いたしました。 

 『塾教育』の実践をさせていただき、岡崎忠秀校長先生 

と森田哲教頭先生また近大附属高校の先生方には感謝して 

います。来年も良い成果が出ますことを願っています。 
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八尾高校新入生激励講演会 

― 『八尾高校応援団長』奮闘記 ― 

  

 『いいものはいい！』先の八尾高校校長杉尾哲先生の言葉でした。中学生の頃、初期の入江塾に通塾

されていた経験から個人塾の良さを知っておられて、私の教室に来られ『八尾高校の応援団長』を私は

お引き受けすることになりました。そのあとを継がれて精力的に頑張っておられるのが浅田建校長先生

です。『いいもの』の基準が個人に任されていたものを、学校組織で基準作りをされて実践に取り組んで

おられます。生徒諸君の自主的な行動を促し、遅刻が激減したこと・荷物が散乱し汚かった下足場が見

違えるほどきれいになったこと・よく挨拶ができるようになったこと・学力が向上し始めたこと等、八

尾高校は目に見えて変わりつつあります。 

 平成２７年、八尾高校は創立１２０年を迎えます。校長先生をはじめ八尾高校の先生方はもちろんの

こと、同窓会や地域の人々が八尾高校生の学力アップにも取り組んでいます。すでに３年前から始まっ

ていますが、同窓会は１０年間で４０００万円の支援を予定しています。大阪アカデミアへのバス８台

の交通費は同窓会から出ているのだ、と『新入生激励講演会』でも生徒に話をし、『君たちの先輩の集ま

りである同窓会』が、縁の下の力持ちになっていることを伝えています。 

 下の写真は４月２３日（木）大阪アカデミアで新入生３２０人に講演を行っている様子です。八尾高

校生としての自覚と自信と高い志を持ってもらう話をしています。今年で３回目ですが、目を輝かせて

聞いてくれる生徒が年々増えています。このほかに１２月２５日は１・２年生対象の勉強合宿が３年前

から実施されており、この時は具体的な勉強方法などに触れています。これも３回続いています。これ

からも微力を尽くしたいと考えています。 
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原 幹太朗 君  結婚式 

 

 私にとりましてはわが子のような教え子の一人です。当時、超難関私立中学校は灘・東大寺・星光で

した。２～３年前に、息子を５年生９月から大手の進学塾に通わせて、大手の塾がどのような教材を使

いどのように受験指導をしていくのか把握していましたので、その３分の１くらいの勉強量で合格でき

ないものかと考えていました。この子が初めてその思いを実現させる挑戦でした。その頃の『教室だよ

り』が偶然出てまいりました。右に縮小版を掲載します。１点に翻弄された気持ちを記しています。 

 教え子の結婚式出席はこの子で４組目です。２０１３年６月２３日（日）乾杯の音頭と挨拶に、思い

出が走馬灯のようにめぐってきます。大阪市立大学医学部を出て、呼吸器外科医として活躍してくれて

いる姿に、私は誇りを抱いています。結婚式への招待は、私たち夫婦にとりましてはその子を教えてい

た頃にタイムスリップさせてくれ、目頭が熱くなるひとときです。 

幹太朗君・麻由さん、ご結婚おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      左：妹も弟も私たちの教え子です。  右：お祝いのスピーチ中です。 
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２８年ぶりの同窓会！ 

  

 大学生になった子たちが集まって同窓会を開いてくれることはこれまでも時々ありましたが、２８年

前に曙川中学校を卒業した教え子たちが、６人も集まって同窓会を開いてくれたのは初めてでした。も

ちろん全員が結婚し、中学生や高校生の子がいるお母さんもいました。４４～４５歳になっています。

東京から駆けつけてきた子も二人いました。私たちが忘れていることもよく覚えていて『ああ！そんな

こともあったなぁ…』と、とても懐かしく心の中ではうれし涙を流していました。教え子は私たち夫婦

の宝物です。 

お料理もおいしかった。夕方にはもう一度３人が教室に顔を出してくれて、後輩たちに懐かしい話を

聞かせてくれました。心温まる同窓会を開いてくれて、どうもありがとう！（２０１４．６．２１．） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短信 

写真などで最近の出来事を振り返ってみましょう。 

○２０１５年５月２日 

   私の教室には『おやつタイム』があります。１時間３０分以上の授業の際、妻が駄菓子とお茶を出してくれ

て、５分か１０分休憩します。そのためか、修学旅行・家族旅行やクラブの遠征・勉強合宿などに出かけた折

に、生徒諸君はよくお土産を買って来てくれます。これもおやつに出しますので『私の教室の生徒は、居なが

らにして全国各地、最近では外国も含めて、名産品を食べられる特典があります』と話しています。 

   今朝は、親しい知人が“特注”の富山の『ます寿司』を送ってくれました。『生徒の皆さんでお召し上がり下

さい』と、お吸い物もついてなんと３０人分です。ます寿司を始めて見る子も半数以上いて、駅弁などとは違

い身が厚くそのおいしさに、生徒諸君は大喜びです。心温まるメッセージにも感激しています。お許しをいた

だいて掲載させていただきました。どうもありがとうございました。 
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○ 最近は卒塾の時、教え子たちから『寄せ書き』と『花束』などをよくいただきます。照れくさくて、それでい

て大変嬉しい瞬間です。 

２０１５年３月２３日   真面目版                 おもしろ版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４年３月２２日   真面目版                 おもしろ版 
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○ ２０１５年４月１７日 

京大合格者が単独日本一になったと、西大和の先生が大変嬉しそうな顔をし 

て届けて下さった新聞です。３年前でしたか、学園長が教室を訪問された折に 

私がお話したアイデアです。１９６０年からすでにあったとは知りませんでし 

たが、『副教科ならネイティブによる英語の授業を始めやすく、生徒が英語に 

親しめる』とお勧めしました。『理事長の鶴の一声』で実現したそうです。 

リーダーの考え一つで伸びる学校は違うのですね。 

 

 

 

 

 

○ ２０１４年１２月２７日 

   東京で国際公認会計士をしている中井雅佳君 

  が奥さんと双子ちゃんを連れて訪問してくれま 

  した。結婚式でスピーチもいたしました。早く 

  も双子ちゃんの入塾を予約してくれましたが、 

それまで教室が続いているでしょうか…。 

 

○ ２０１４年１２月２２日 

   大学受験生激励『恒例！かにすきパーティー』 

心をこめて握ってくれる『おむすび隊』です。 

心だけならいいけど…ね！？ 中学だけで卒塾した子も２人加わり、懐かしくて大変盛り上がりました。 

いつまでも覚えてくれていて嬉しい限りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

食べきれないくらいの差し入れを前に、 

  映画やトランプに興じました。 

                          妙なカップルもいました。（笑） 
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○ ２０１４年１１月１７日 

 国会議事堂前の衆議院議員会館で、全国学習塾連絡会議主催の『教育セミナ―』が開かれました。塾の会合がこ

のような場で行われることも、文部科学省の方が１１名も資料を用意されて説明に来られることも、また、個人的

な考えと前置きしながらも、質問に 

対して自分の考えを述べられる文科省 

の方もおられ、異例ずくめでした。 

『学習塾百年の歴史』編集長、調布 

学園佐藤勇治先生のご紹介で執筆者 

の一人として挨拶いたしました。 

 

○ ２０１４年１０月１６日 

小学生から大学受験生まで国語の指導をしています妻が、 

私が所属しています塾の任意団体『関西私塾教育連盟』から 

依頼を受け、『国語の指導』というテーマでミニ講演をいた 

しました。小学生には育伸社の『ほ～ぷ』中学生には朝日新 

聞社の『今解き教室』を教材に、『単に解答を求めることに 

走らず、大学院のゼミをお手本にして生徒たちと対話を深め 

ながら、生徒自らが正解に近づけるように導き、読解力・思 

考力の養成に努めている』ことを話しました。 

 

○ ２０１４年１０月１２日 

４３ページにも触れていますが、岡山大学名誉

教授の阿部浩二先生ご夫妻です。９０歳を迎えら

れた先生ですが、お元気で嬉しく思っています。 

                             一年に一度くらいですが、ご挨拶にお伺いするの

を楽しみにしています。私たち夫婦がご招待すべ

きなのに、逆に先生ご夫妻にお食事をご馳走にな

り、大変恐縮いたしました。私たち夫婦にとりま

して、至福のひとときでした。教育者としての先

生に、一歩でも近づけますように精進します。 

                            

○ ２０１４年７月６日                 ○ ２０１４年８月１９日 

西武八尾８階バンケットルームで『合同保護者会』を開    夏・冬それぞれ２日間、加賀田先生の授業に 

きました。多数の皆様のご出席、ありがとうございました。  生徒諸君は熱心に問題演習に取り組んでいます。 
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○ ２０１４年８月１４日   大学受験生合宿風景 （勉強は一切しません。卒塾生の訪問もありました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ２０１４年６月２９日   潮干狩りと魚つかみin鳥羽イルカ島 （大はしゃぎでしたね。笑顔が素敵です！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ２０１４年 卒塾生の訪問 

毎年たくさんの卒塾生が来訪してくれます。嬉しいひとときです。話に夢中になって写真を撮り忘れた子も多い

と思います。お許しください。 

９月２０日・原知代さん      ８月２５日・西尾梨沙さん     ８月２２日・井上翔太君 
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８月１６日・松原日佳理さん・河野千裕さん・      ６月４日 松葉成生君が翔子さんとの結婚 

       清水哲君・松葉朱音さんの４人       の報告と砥部焼のカップをプレゼントに来訪。 

                           お祝いすべきは私たちなのに…。ありがとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２日・松井陽平君   ５月６日・松井翔平君、お母さん手作りのマドレーヌはおいしいでした。 

○ ２０１４年 ６月 ロンドン紀行 

上海の復旦大学とロンドン大学での３年間に及ぶ研修を終え、７月から北京の日本大使館に入るという娘婿に会

いにロンドンへ約一週間行って参りました。フォートナム・メイスンでのアフターヌーン・ティー、レストランで

の食事、２階最前列席での『オペラ座の怪人』の観劇など、５人の我が子が相談し合って私たち夫婦に多くのサプ

ライズを用意してくれていました。思い出多い幸せな旅行でした。教え子の原知代さん（Ｐ．５２）が学んだロン

ドン大学のＳＯＡＳ(The School of Oriental and African Studies)も訪問してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロンドン大学の中に、１８６３年伊藤博文と井上

馨が訪れた碑がありました（下）。吉田松陰の密航

をペリーが許してやってくれていたら、歴史は変わ

っていただろうに…、と残念に思いました。 
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編集後記 

  保護者向けに２ヶ月に一度、私の原稿を妻が『ガリ版』に書き謄写版で印刷していました。これが『教室だより』の始まり

です。Ｂ４のわら半紙１～２枚でした。わが子の育児に忙しくなった妻の負担を減らそうと、出たばかりのワープロ『富士通

オアシス』を購入しました。今の高級軽四車が買えるほど高価だったと思います。『親指シフト』を練習し、４か月に一度くら

い、Ｂ４コピー用紙４～５枚で配布していました。やがて光ファイバーのスーパーコンピュータ並みの速くて機能が充実した

ものが出始めました。富士通のものは１３００万円でとても手が出ません。リコーの『リファイル２１』は５００万円ほどで、何

年間かのローンで買ったと思います。これは素晴らしい機械でした。生徒一人ひとりの教材の作成など、私の教室を２０年

間に渡って支えてくれたと思っています。価格競争でＰＣに負けましたが、今でもＰＣに負けない性能を持っていて、リコー

の技術陣は素晴らしいのだなと思います。その頃の『教室だより』が偶然見つかり、掲載しています。８年ほど前に部品が

なくなり、とうとう使えなくなって、ＰＣに変えシステム化をしました。それ以後はカラーで写真などが入り、冊子になりました。

塾や学校の先生にも配布することになり、今では５００部を超えています。年に１回か２回が、今回は２年以上も発刊の間

隔があきました。申し訳ありません。その分６０ページにもなっています。半分はこの２年間の講演等のダイジェスト版のよ

うになりました。 

『ザ・個人塾』『超個人塾』『名物塾長』という言葉が紙面を踊っています（Ｐ．３ Ｐ．５参照）。初めて目にしたときには驚き

ましたが、塾業界の伝統ある雑誌にそのように表現していただけるのは『名誉』なことと喜んでいます。これからも『生徒を

集める塾』ではなく『生徒が集まる塾』を目指して、妻と二人で『自然体』で歩んでいきたいと思っています。 

 創塾３５周年記念の『教室だより』第１２９号、ご一読いただければ幸いです。（２０１５年５月６日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

『学校の授業』と『自分の勉強』を大切にさせ、その『自分の勉強』を学習面ばかりでなく 

精神面においても生徒諸君を支えていこう、と考えて指導している教室です。 

 

SUHARA EISU KYOUSITU was established in 1979. It is a supplementary educational study room, 

which is called JUKU. My wife and I have instructed Mathematics, English, Japanese and so on for 

more than thirty-six years without employing a lecturer and a part‐time instructor. The most 

important thing to us is to encourage our students to concentrate on their school lessons and study 

at home, thus creating autonomous learners. And we have made efforts to become facilitators of 

our students’ spiritual side as well as their study side. 

 

 

 

 

 

 

１９７９年 創塾 

講師を雇わず夫婦二人で指導 

ホームページを開いています。 

『須原英数教室』で検索してご覧いただければ幸いです。 


